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巻 　 頭 　 言

帝
国
陸
海
軍
の
技
術
の
先
見
性
と
展
開
の
壮
大
さ	

槇
原
伸
一

　

帝
国
海
軍
は
、
ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功
し
て
か
ら
十
一
年
後
の
大
正
三
年
に
は
、
輸
送
船「
若
宮
丸
」

を
世
界
初
の
水
上
機
母
艦
に
改
造
し
、
そ
の
八
年
後
、
世
界
初
の
小
型
専
用
空
母「
鳳
翔
」を
着
艦
方
法
未
確
立
の

状
態
で
竣
工
さ
せ
た
。
ま
た
、
真
珠
湾
攻
撃
で
空
母
機
動
部
隊
の
有
効
性
が
実
証
さ
れ
る
直
前
の
昭
和
十
六
年
十

一
月
六
日
に
軍
令
部
総
長
か
ら
海
軍
大
臣
へ
宛
て
た
戦
時
艦
船
建
造
及
び
航
空
兵
力
拡
充
に
関
す
る
商
議
の
中
で
、

兵
力
整
備
の
緩
急
順
序
は
①
航
空
機
、②
潜
水
艦
、③
航
空
母
艦
、…
…
、⑦
戦
艦
・
大
型
巡
洋
艦
と
し
た
。海
軍
は
大

艦
巨
砲
主
義
に
固
執
し
敗
れ
た
と
の
論
が
多
い
が
、
上
層
部
に
こ
れ
だ
け
の
先
見
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

ま
た
、
陸
軍
は
、
昭
和
十
三
年
頃
、
陸
軍
科
学
研
究
所
が
電
波
に
よ
る
索
敵
の
可
能
性
に
気
づ
き
電
波
兵
器
の

研
究
を
進
め
た
。
海
軍
は
一
歩
後
れ
を
と
っ
た
が
、
昭
和
十
七
年
ソ
ロ
モ
ン
海
戦
で
重
巡
「
青
葉
」、
戦
艦
「
霧

島
」
等
が
レ
ー
ダ
ー
射
撃
の
洗
礼
を
受
け
、
そ
の
必
要
性
を
強
く
認
識
す
る
に
至
り
、
軍
産
学
を
あ
げ
て
の
取
組

み
を
強
め
た
。
太
平
洋
戦
争
で
は
そ
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
電
子
技
術
は
戦

後
日
本
の
お
家
芸
に
な
っ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
零
戦
、
隼
に
代
表
さ
れ
る
航
空
機
技
術
、
戦
略
ミ
サ
イ
ル
原
潜
の
原
型
と
言
わ
れ
る
伊
400
潜
等
の
潜

水
艦
技
術
等
、
陸
海
軍
は
全
国
の
英
知
を
集
め
て
世
界
の
最
先
端
に
ま
で
発
展
さ
せ
て
お
り
、
当
時
の
指
導
者
と

技
術
陣
の
先
見
性
が
窺
え
る
。

　

そ
の
先
見
性
は
軍
事
技
術
の
み
な
ら
ず
、
建
築
技
術
に
も
見
ら
れ
た
。
防
衛
省
技
術
研
究
本
部
艦
艇
装
備
研
究

所
は
、
海
軍
技
術
研
究
所
（
目
黒
）
の
跡
地
に
あ
り
、
今
も
使
用
中
の
本
庁
舎
及
び
舞
鶴
機
関
学
校
校
舎
は
、
当

時
の
真
島
健
三
郎
海
軍
建
築
局
長
が
提
唱
し
た
「
柔
構
造
理
論
」、
即
ち
、
現
代
の
超
高
層
建
築
の
耐
震
理
論
の

基
礎
で
あ
る
動
的
耐
震
設
計
法
に
基
づ
き
世
界
で
最
初
に
設
計
、
建
設
さ
れ
た
鉄
骨
建
築
で
あ
る
。
海
軍
と
建
築

技
術
で
は
意
外
な
感
じ
が
す
る
が
、
海
軍
は
軍
港
建
設
で
、
基
地
施
設
は
も
と
よ
り
、
工
廠
を
作
り
、
水
源
地
を

作
り
、
水
道
を
引
き
、
鉄
道
ま
で
も
敷
い
た
。
ま
さ
に
都
市
開
発
で
、
そ
れ
に
必
要
な
様
々
な
技
術
を
外
国
か
ら

導
入
し
て
最
先
端
技
術
へ
育
て
あ
げ
た
（
そ
の
艦
艇
装
備
研
究
所
本
庁
舎
を
解
体
し
、
跡
地
を
売
却
す
る
計
画
が
進
ん
で

い
る
。
残
念
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
か
…
…
）。

　

陸
海
軍
は
太
平
洋
戦
争
に
敗
れ
は
し
た
が
、
我
が
国
が
戦
後
、
焦
土
か
ら
復
興
し
、
経
済
大
国
に
な
っ
た
の
は

単
な
る
偶
然
や
幸
運
で
は
な
く
、
明
治
以
降
の
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
の
担
い
手
と
し
て
奮
闘
し
た
陸
海
軍
の
技

術
的
先
見
性
と
展
開
の
壮
大
さ
、
そ
し
て
人
材
が
そ
の
根
底
に
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
々
回

特
集
号
巻
頭
言
で
奈
倉
文
二
先
生
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
軍
事
史
・
技
術
史
・
産
業
史
」
の
相
互
関
連
的

な
研
究
が
発
展
し
、
当
時
の
み
な
ら
ず
、
現
代
へ
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
陸
海
軍
の
研
究
開
発
の
足
跡
も
さ
ら

に
深
く
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。	
（
防
衛
省
技
術
研
究
本
部
艦
艇
装
備
研
究
所
長
）


